
ミ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
名
願
寺
江
沼
郡
吉
崎
に
在
っ

て
、
鍵
宗
東
振
に
臨
す
る
。
も
と
逝
揚
で
あ
っ
た
が
、

明
治
十
ご
年
五
周
寺
悦
の
公
冊
併
を
許
さ
れ
た
。

ミ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
名
願
寺
鳳
至
榔
黒
鳥
に
在
っ

て
、
民
宗
東
一
慨
に
臨
す
る
。
山
続
は
間
松
山
。
笛
寺

の
境
内
に
翁
塚
が
あ
る
。
『
名
月
や
柏
凶
日
和
さ
だ
め

な
き
芭
蕉
。
子
時
天
明
三
卯
年
於
龍
松
山
建
之
。

施
主
黒
島
越
市
。
』
と
あ
っ
た
も
の
L
如
く
、
建
設
者

森
附
味
卜
の
手
記
に
見
え
る
が
、
今
は
火
災
に
迦
う

て
砕
函
破
細
川
し
て
ゐ
る
。

ミ
ョ
ウ
ガ
ン
ジ
明
願
寺
鹿
島
郡
同
分
に
在
っ

て
、
東
宗
東
訴
に
崩
す
る
。
初
め
小
島
に
も
七
尾
に

も
民
た
こ
と
が
あ
り
、
明
治
一
一
一
十
八
年
今
の
地
に
斡

じ
た
。ミ

ヨ
ウ
カ
ン
ヤ
カ
へ

Z

明
翫
屋
嘉
兵
衛

J
ヤ

マ
ダ
タ
Y
キ

タ

山

m淡
菊
。

ミ
ヨ
ウ
カ
ン
ヤ
キ
チ
ジ
ロ
ウ
明
翫
屋
吉
次
郎

石
川
端
本
音
の
入
。
幼
名
長
次
郎
。
町
年
訴
を
勤
め

て
箆
業
奨
励
の
志
厚
く
、
文
政
八
年
悦
翁
院
の
錆
を

鍛
造
し
、
天
保
五
年
の
火
災
後
戸
毎
に
機
具
を
貸
奥

し
て
本
音
締
を
製
織
せ
し
め
、
叉
海
Hm
一
梢
の
地
に

黒
松
を
植
栽
し
た
。

ミ
ヨ
ウ
カ
ン
ヤ
デ
ン
ベ
Z

明
鶴
屋
偲
兵
衛
的
仰

は
孟
廃
。
石
川
端
仰
木
隠
の
人
。
聞
流
の
録
取
を
.
石
黒

信
闘
の
門
人
な
る
越
中
射
水
部
商
股
上
村
の
筏
井
四

郎
右
衛
門
満
好
に
製
び
、
文
化
二
年
三
局
附
凹
理
兵

衛
謙
次
と
共
に
、
・
本
青
山
王
位
に
鍔
額
を
奉
納
し
た
。

文
政
十
二
年
正
周
夜
。

ミ
ヨ
ウ
キ
ジ
妙
喜
寺
金
棒
天
跡
町
に
在
っ
て
、

日
蓮
正
宗
に
属
す
る
。
も
と
駿
河
大
石
寺
中
に
在
っ

た
が
、
明
治
十
二
年
今
の
地
に
移
っ
た
。

さ
ヨ
ウ
ギ
シ
バ
キ
妙
義
芝
居
金
滞
俳
優
侮
記

に
、
卯
辰
新
町
は
町
奉
行
裁
許
の
地
で
あ
る
が
、
米

、、、ョ

地
子
の
百
姓
地
で
、
細
民
の
雄
拙
慨
す
る
者
の
多
い
こ

と
を
理
由
と
し
、
之
が
教
組
問
の
鑓
妙
畿
で
芝
居
興
行

を
務
う
て
総
則
さ
れ
た
と
あ
る
。
妙
畿
は
妙
義
谷
な
る

べ
く
、
そ
の
こ
と
は
文
政
中
に
係
る
。

ミ
ヨ
ウ
ギ
シ
ヤ
妙
義
社
金
海
卯
辰
に
あ
っ
た

来
飽
寺
の
銀
守
で
、
上
野
凶
妙
義
山
か
ら
勤
務
し
た

妙
義
秘
説
を
紀
つ
で
あ
っ
た
が
、
後
来
穏
寺
破
却
の

時
に
及
ん
で
商
養
寺
に
移
し
た
。

ミ
ヨ
ウ
ギ
ダ
=
妙
義
谷
金
棒
卯
辰
に
莱
穏
寺

の
あ
っ
た
時
、
そ
の
銀
守
妙
義
祉
の
傍
に
あ
っ
た
谷

で
、
商
養
寺
の
鮒
槌
蛍
の
下
に
在
。
、
今
も
妙
義
谷

と
呼
ん
で
ゐ
る
。

ミ
ヨ
ウ
キ
品
・
ワ
ジ
妙
久
寺
金
棒
卯
辰
に
在
っ

て
、
日
越
宗
に
回
し
て
ゐ
た
。
天
明
五
年
十
周
十
二

日
住
持
女
犯
の
罪
を
以
て
破
却
を
命
ぜ
ら
れ
、
間
那

の
位
牌
蹴
び
に
柄
引
惑
を
本
光
寺
へ
移
縛
し
た
。
併
し

こ
の
時
住
持
は
飢
に
死
去
し
て
ゐ
た
の
で
、
質
刑
を

菟
れ
た
o

sヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
イ
ン
明
鏡
院
加
賀
務
主
第
十

三
代
前
肌
持
泰
の
側
室
奥
村
民
の
法
焼
。
詳
し
く
は

明
鏡
院
mmmm
慈
光
大
妨
。

句
旬
、
ヨ
ウ
ギ
ヨ
ウ
イ
ン
妙
行
院
白
山
宮
前
鴎
の

寺
院
。
康
安
二
年
壬
寅
三
月
一
日
斧
初
、
同
居
十
四

日
枝
京
、
七
用
サ
五
日
妙
法
鰹
の
始
め
て
行
は
れ
た

こ
と
が
、
白
山
富
挺
搬
締
中
記
録
に
見
え
る
。

εヨ
ウ
ギ
ヨ
ウ
イ
ン
妙
行
院
加
賀
務
中
一
第
十

三
代
前
問
野
泰
の
女
、
三
保
基
弘
の
室
治
婚
の
法
説
。

妙
行
院
は
こ
傑
家
の
例
と
し
て
、
院
践
の
み
で
他
の

戒
名
が
な
い
。

ミ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
明
教
寺
江
沼
郡
富
塚
に
在

っ
て
、
民
宗
東
波
に
鴎
す
る
。

旬
、
、
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
明
敬
寺
鳳
至
郡
鬼
屋
に
在

っ
て
、
興
宗
東
振
に
臨
す
る
。
も
と
走
出
に
居
た
が
、

大
正
四
年
今
の
腕
に
移
っ
た
。

ミ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
妙
鏡
寺
河
祐
部
多
聞
に
在

っ
て
、
鍵
宗
東
涯
に
屈
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た

が
、
明
治
十
二
年
三
尼
寺
鋭
の
公
務
を
総
則
さ
れ
た
。

εヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
妙
慶
寺
金
海
蛤
坂
町
に
在

っ
て
、
安
養
山
と
説
し
、
海
土
宗
に
鴎
す
る
。
常
寺

の
閉
山
寂
蓮
祉
城
替
問
阿
は
も
と
越
中
射
水
郡
牧
野

村
安
養
山
極
祭
寺
の
俄
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
一
一
一
年

前
回
利
家
が
佐
々
成
政
征
伐
の
軍
を
滋
め
た
時
、
家

臣
松
平
久
兵
衛
之
を
倖
ひ
廊
。
、
一
一
時
そ
の
下
郎
に

置
き
、
元
和
元
年
今
の
寺
地
を
得
て
伽
附
胞
を
興
し
、

之
を
久
兵
衛
の
母
妙
鹿
尼
の
菩
提
腕
に
宛
て
た
。
妙

腿
寺
の
塔
司
に
養
珠
院
・
慈
眼
院
・
費
珠
院
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
三
箇
屋
版
の
六
用
集
に
も
載
せ
ら
れ
る
が
、

今
は
無
い
。

ミ
ヨ
ウ
ギ
ヨ
ウ
ジ
明
行
寺
石
川
郡
商
品
に
在

っ
て
、
提
出
訳
東
振
に
屈
す
る
。
も
と
金
棒
塩
屋
町
に

居
て
、
明
治
十
二
年
六
周
寺
践
の
公
稽
を
許
さ
れ
、

十
七
年
八
用
今
の
地
に
轄
じ
た
。

ミ
ヨ
ウ
ギ
ヨ
ウ
ジ
妙
行
寺

っ
て
、
民
宗
東
一
献
に
鹿
す
る
。

関
芸
部
皆
且
に
在

εヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
ザ
カ
妙
鹿
寺
援
金
縛
蛤
坂

は
も
と
妙
陵
寺
坂
と
い
う
た
。
改
作
腕
組
問
問
所
繊
元

総
十
一
一
一
年
十
ご
用
金
樽
町
奉
行
三
輪
七
左
衛
門
の
密

閉
に
、
『
陣
川
妙
鹿
寺
坂
崩
込
に
付
、
寺
祉
事
行
中
市

談
、
窺
之
上
、
垣
申
付
往
来
止
、
在
々
よ
り
従
来
之

牛
馬
、
玉
泉
寺
前
よ
り
野
町
四
丁
目
ヘ
令
往
来
候
様

御
申
付
可
有
之
。
』
と
い
ふ
も
の
こ
れ
で
あ
る
。

ミ
ヨ
ウ
ヂ
ン
ジ
妙
玄
寺
金
津
小
川
町
に
在
っ

て
、
長
柴
山
と
践
し
、
日
蓮
宗
に
鴎
す
る
。
元
和
四

年
賀
相
院
官
邸
の
創
立
す
る
腕
で
あ
っ
た
が
、
明
治

二
十
七
入
年
の
交
之
を
厳
し
て
袈
金
屋
町
長
久
寺
に

併
合
せ
ら
れ
た
。

ミ
ヨ
ウ
ゲ
ン
ジ
妙
源
寺
金
搾
十
三
朗
町
に
在

っ
て
、
提
宗
束
波
に
臨
す
る
o

sヨ
ウ
ゲ
ン
ジ
明
源
寺
洞
北
郡
八
守
谷
に
在
っ

て
、
民
宗
東
波
に
臨
す
る
。
も
と
東
京
芝
高
備
に
跨

た
が
、
明
治
三
十
八
年
今
の
腕
に
移
っ
た
。

εヨ
ウ
ヂ
ン
ジ
明
現
寺
河
北
部
才
回
に
在
っ

て
、
長
宗
東
涯
に
属
す
る
。

εヨ
ウ
ケ
ン
シ
ョ
ウ
ヂ
妙
見
小
路
金
滞
金
屋

町
か
ら
東
南
へ
入
る
小
絡
を
、
俗
に
妙
見
小
賂
と
い

う
た
。
妙
見
菩
薩
を
記
っ
た
長
久
寺
の
附
涯
で
あ
る

箆
の
名
都
で
あ
る
。

ミ
ヨ
ウ
ケ
ン
マ
ツ
リ
妙
見
祭
務
政
の
頃
六
月

十
五
日
城
下
金
屋
町
長
久
寺
に
妙
見
祭
が
行
は
れ

た。

εヨ
ウ
コ
ウ
ア
ン
妙
高
賂
鳳
宝
榔
附
闘
洞
宗
総

持
寺
境
内
に
在
っ
て
、
沼
幻
寂
鍛
の
創
立
す
る
所
。

同
寺
五
院
の
一
つ
で
あ
.
っ
た
が
、
今
は
無
い
o

sヨ
ウ
コ
ウ
イ
ン
妙
香
院
加
賀
務
中
市
第
五
代

前
回
綱
紀
の
子
良
婚
の
法
鋭
。
詳
し
く
は
妙
呑
院
月

議
宗
心
蜜
女
。

ミ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
サ
ン
妙
高
山
江
沼
郡
熊
坂
領
と

越
前
と
の
境
に
あ
る
。
高
さ
ご
六
六
米
。
地
質
第
三

紀
筋
。
江
沼
郡
雑
記
に
、
『
熊
坂
領
妙
高
は
、
松
等
茂

り
高
き
山
也
。
夫
放
こ
う
た
け
等
も
生
ず
。
秋
の
出

此
関
生
ず
る
山
、
近
遜
に
は
不
問
。
』
と
杷
し
、
そ
の

こ
う
た
け
の
註
に
、
『
一
名
ジ
コ
と
い
ふ
閑
也
。
小
な

る
は
敷
地
の
天
御
山
、
亦
山
代
村
領
コ
ウ
ガ
ス
と
い

ふ
山
に
秋
生
ず
。
此
妙
高
山
の
如
く
大
な
る
は
な

し
。
』
と
あ
る
。
坊
聞
の
地
閥
、
こ
の
こ
六
六
米
高
地

を
競
っ
て
高
羽
山
と
す
る
も
の
が
多
い
。

ミ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
ジ
明
光
寺
沼
咋
都
地
顕
町
に
在

っ
て
、
民
宗
束
訴
に
臨
す
る
。
も
と
阿
部
高
田
に
居

た
と
い
ふ
。八

三
一


